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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録

シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
東
西
の
対
話
｜
｜
礼
節
、
市
民
性
、

公
共
圏
｜
｜

施

光
恒

【
主
催
】
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院
・
施

光
恒

研
究

室
（
科
学
研
究
費
「
日
本
文
化
に
根
差
し
た
『
共
生
』
理
念
に
関
す
る

政
治
理
論
的
研
究
」（
二
〇
一
一
年
度
〜
二
〇
一
三
年
度
、基
盤
研
究
Ｃ
、

研
究
代
表
者
・
施

光
恒
））

【
共
催
】
九
州
大
学
政
治
研
究
会

【
日
時
】
二
〇
一
一
年
一
二
月
十
五
日
（
木
）
於
・
九
州
大
学
法
学
部

大
会
議
室

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

ご
挨
拶

施

光
恒
（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院
准
教

授
）「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
意
図
」

●
第
一
部

日
本
と
西
洋
に
お
け
る
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ

報
告
１

木
村
俊
道
氏
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授
）「
西
洋

に
お
け
る
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
観
念
」

コ
メ
ン
ト

野
々
村
淑
子
氏
（
九
州
大
学
大
学
院
人
間
環
境
学
研
究
院

准
教
授
）

報
告
２

池
上
英
子
氏
（
米
国
ニ
ュ
ー
ス
ク
ー
ル
大
学
大
学
院
社
会
学

部
教
授
）「
日
本
に
お
け
る
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の

実
践
」

コ
メ
ン
ト

中
野
三
敏
氏
（
九
州
大
学
文
学
部
名
誉
教
授
、
文
化
功
労

者
）

質
疑
応
答

●
第
二
部

パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ

る
東
西
の
対
話
｜
｜
礼
節
、
市
民
性
、
公
共
圏
｜
｜
」

パ
ネ
リ
ス
ト

中
野
三
敏
氏
、
池
上
英
子
氏
、
野
々
村
淑
子
氏
、
木
村

俊
道
氏

司
会

施

光
恒

【
参
加
者
】

秋
本
彩
織
、
伊
賀
泰
佑
、
池
上
英
子
、
鎌
田
厚
志
、
木
村
俊
道
、
小
林

悠
太
、
施
光
恒
、
田
中
良
太
、
中
野
三
敏
、
野
々
村
淑
子
、
蓮
見
二
郎
、

福
井
崇
郎
、
細
見
佳
子
、
森
敦
嗣
、
山
内
優
希
、
山
中
亜
紀

（
以
上
一
六
名
）

科
学
研
究
費
「
日
本
文
化
に
根
差
し
た
『
共
生
』
理
念
に
関
す
る
政

治
理
論
的
研
究
」
の
研
究
活
動
の
一
環
と
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
シ

ヴ
ィ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
東
西
の
対
話
｜
｜
礼
節
、
市
民
性
、
公
共
圏
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｜
｜
」
を
開
催
し
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
た
理
由
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

一
つ
は
、
現
代
の
自
由
民
主
主
義
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
社
会
的
統

合
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
必
要
を
感
じ
た
か
ら

で
あ
る
。
当
然
で
あ
る
が
、
自
由
民
主
主
義
社
会
で
は
、
異
な
る
見
解
、

世
界
観
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
有
す
る
人
々
の
あ
い
だ
で
の
共
生
が
求
め

ら
れ
る
。
つ
ま
り
多
様
性
の
許
容
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
同
時
に
、

社
会
的
統
合
も
強
く
要
求
さ
れ
る
。
現
代
の
議
論
に
お
い
て
社
会
的
統

合
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
し
ば
し
ば
も
ち
だ
さ
れ
る
の
は
、
な
ん
ら

か
の
原
理
（
た
と
え
ば
一
国
に
お
け
る
憲
法
原
理
な
ど
）
に
対
す
る
忠

誠
と
い
う
明
示
的
か
つ
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
単
な
る
原
理

に
対
す
る
忠
誠
だ
け
で
は
、
現
実
の
社
会
的
統
合
は
説
明
で
き
な
い
場

合
が
多
々
あ
る
。
ま
た
原
理
へ
の
忠
誠
と
い
う
統
合
で
は
、
か
え
っ
て

見
解
や
思
想
の
自
由
を
削
減
し
て
し
ま
わ
な
い
か
と
い
う
疑
問
も
あ

る
。
そ
の
た
め
社
会
的
統
合
の
暗
黙
的
か
つ
反
合
理
主
義
的
要
素
に
あ

ら
た
め
て
着
目
し
て
み
た
い
と
考
え
た
。い
わ
ゆ
る
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ（
礼

節
、
市
民
性
）
と
称
さ
れ
て
き
た
作
法
や
礼
儀
、
心
の
習
慣
な
ど
の
次

元
で
あ
る
。
逆
説
的
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
う
し
た
次

元
に
よ
る
結
び
つ
き
の
ほ
う
が
、明
示
的
な
原
理
に
よ
る
統
合
よ
り
も
、

見
解
や
思
想
の
多
様
性
を
許
容
す
る
統
合
の
絆
を
も
た
ら
す
側
面
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

第
二
に
、
東
日
本
大
震
災
の
直
後
の
経
験
が
あ
げ
ら
れ
る
。
震
災
の

直
後
、
海
外
の
非
常
に
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
が
異
口
同
音
に
称
賛
し
た
の

は
、
震
災
の
混
乱
の
な
か
で
も
、
被
災
地
で
は
大
規
模
な
略
奪
や
暴
動

が
ま
っ
た
く
み
ら
れ
ず
、
秩
序
や
規
律
が
ほ
ぼ
整
然
と
守
ら
れ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
社
会
に
お
い
て
秩
序
を
形
成
し
て
い
る
主
た
る

も
の
は
、
法
や
権
力
で
は
な
く
、
む
し
ろ
人
々
の
あ
い
だ
に
あ
る
慣
習
、

規
律
意
識
、
秩
序
感
覚
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
か
ら
も
、

社
会
的
統
合
の
暗
黙
的
か
つ
反
合
理
主
義
的
要
素
へ
の
注
目
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
市
民
性
を
め
ぐ
る
現
在
の
議
論
に
お
け
る
文
化
的
偏
り
の

是
正
の
必
要
を
感
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
論
者
が
、
日

本
人
は
非
自
律
的
で
あ
り
、
市
民
性
や
主
体
性
が
欠
け
て
い
る
と
い
う

趣
旨
の
指
摘
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
前
述
の
震
災
直
後
の
経
験
を
か

ん
が
み
て
も
、
日
本
社
会
に
は
市
民
性
が
欠
如
し
て
い
る
と
い
う
指
摘

は
少
な
く
と
も
一
面
的
だ
と
い
え
よ
う
。
よ
り
説
明
力
の
あ
る
市
民
性

の
観
念
の
探
求
の
た
め
、
日
欧
比
較
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
英
国
の
政
治

思
想
史
の
専
門
家
で
あ
る
木
村
俊
道
氏
、
な
ら
び
に
日
本
の
江
戸
期
を

主
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
歴
史
社
会
学
者
で
あ
る
池
上
英
子
氏
に
報
告

を
お
願
い
し
た
。

木
村
氏
は
、
ご
著
作
『
文
明
の
作
法
｜
｜
初
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
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け
る
政
治
と
社
交
｜
｜
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）に
基
づ

き
、
初
期
近
代
の
英
国
に
お
け
る
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
観
念
の
発
展
や
変

容
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
起
源
は
宮
廷
文
化
に
求

め
ら
れ
る
こ
と
、
当
時
の
作
法
書
（co

u
rtesy b

o
o
k
s

）
か
ら
シ
ヴ
ィ

リ
テ
ィ
の
内
容
や
社
会
的
意
義
が
う
か
が
い
知
れ
る
こ
と
な
ど
へ
の
言

及
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
獲
得
の
た
め
の
大
陸
旅
行
の

習
慣
や
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
政
治
的
顕
れ
の
場
と
し
て
の
外
交
に
つ
い
て

も
論
じ
ら
れ
た
。
ま
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
登
場
す

る
近
代
に
い
た
っ
て
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
政
治
の
衰
退
が
み
ら
れ
る
こ
と

の
指
摘
も
な
さ
れ
た
。

池
上
氏
は
、
ご
著
作
『
美
と
礼
節
の
絆
｜
｜
日
本
に
お
け
る
交
際
文

化
の
政
治
的
起
源
｜
｜
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
に
基
づ
き
、

日
本
に
お
け
る
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
実
践
に
つ
い
て
報
告
な
さ
っ
た
。
倫

理
や
政
治
と
の
か
か
わ
り
で
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
観
念
が
発
展
し
て
き
た

欧
米
と
異
な
り
、
日
本
で
は
、
俳
諧
や
華
道
、
茶
道
な
ど
の
芸
道
の
サ
ー

ク
ル
を
媒
介
と
し
て
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
実
践
が
江
戸
期
に
花
開
い
た
と

い
う
議
論
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
明
治
期
の
日
本
の
近
代
化
へ
の
含
意
に

も
言
及
さ
れ
た
。

木
村
報
告
に
対
し
て
は
英
国
な
ど
の
教
育
文
化
史
を
専
門
と
す
る

野
々
村
淑
子
氏
が
、
ま
た
池
上
報
告
に
対
し
て
は
江
戸
期
の
文
学
や
庶

民
文
化
の
権
威
で
あ
る
中
野
三
敏
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

を
務
め
た
。
フ
ロ
ア
か
ら
の
質
疑
も
多
く
提
示
さ
れ
、
活
発
な
議
論
が

展
開
さ
れ
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、多
岐
に
わ
た
る
論
点
が
提
示
さ
れ
た
た
め
、

議
論
の
内
容
を
ま
と
め
る
の
は
少
々
難
し
い
。私
な
り
の
考
察
と
し
て
、

全
般
に
関
わ
る
三
つ
の
点
の
み
提
示
し
た
い
。

一
つ
は
、や
は
り
昨
今
の
社
会
的
統
合
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
議
論
は
、

現
代
の
欧
米
の
一
般
的
な
「
知
」
の
と
ら
え
方
に
影
響
さ
れ
て
い
る
た

め
か
、
少
々
、
明
示
的
な
知
の
次
元
へ
の
偏
り
が
見
ら
れ
な
い
か
と
い

う
点
で
あ
る
。
慣
習
や
作
法
、
型
と
い
っ
た
暗
黙
的
次
元
へ
の
注
目
が
、

実
際
の
社
会
的
統
合
の
あ
り
方
を
説
明
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
望
ま
し

い
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
や
社
会
的
統
合
の
形
態
を
模
索
す
る
た
め
に
も
、
求

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

二
点
目
は
、
社
会
的
統
合
の
あ
り
か
た
や
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
観
念
な

ど
の
よ
う
な
問
題
を
考
え
る
た
め
に
は
、
学
際
的
探
究
が
つ
ね
に
必
要

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
木
村
氏
の
分
析
の
対
象

と
し
た
作
法
書
や
、
池
上
氏
の
対
象
と
す
る
美
的
サ
ー
ク
ル
の
活
動
記

録
や
芸
道
の
教
則
本
は
、
通
常
、
政
治
学
の
研
究
対
象
に
は
な
り
が
た

い
。
現
代
の
常
識
的
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
各
時
代
や
各
文
化
に
即
し

た
柔
軟
な
研
究
方
法
が
と
ら
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

三
点
目
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
や
時
代
に
目
を
配
る
こ
と
が
や
は
り

大
切
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
池
上
氏
の
描
き
出
す
日
本
の
シ
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ヴ
ィ
リ
テ
ィ
の
実
践
の
形
態
や
そ
の
発
展
の
経
緯
は
、
欧
米
の
政
治
理

論
や
社
会
理
論
で
一
般
的
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
と
か
な
り
違
う
。

ま
た
木
村
氏
の
着
目
す
る
初
期
近
代
の
「
文
明
の
作
法
」
を
軸
と
す
る

政
治
の
あ
り
か
た
は
、
現
代
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
る
。
ひ
と
つ
の

文
化
的
見
方
、
時
代
的
見
方
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
探
究
の
大
切

さ
を
実
感
し
た
。
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